
第４回福知山市行政改革推進委員会 

日 時：平成２７年１０月２７日(火) 

午後２時００分から 

場 所：市議会全議員協議会室 

《 次  第 》 

 開会 

 

１ 委員長挨拶 

 

 

 

２ 議事 

 （１）前回審議内容の確認等 

 

 （２）パブリックコメントの状況について 

 

 （３）第６次行政改革大綱（案）について  

○内容全般 

 

（４）答申内容の検討について 

 

 

３ その他  

 

 

 

 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配布資料】 

資料１ 第３回 議事概要 

資料２ 行政改革推進委員会の意見及び第６次行政改革大綱への反映方針（第１回

から第３回委員会まとめ） 

資料３ パブリックコメントの状況 

資料４ 福知山市人口ビジョンにおける人口推移 



 

 

 

第６次福知山市行政改革大綱の策定に向けて、１０月１３日（火）に第３

回福知山市行政改革推進委員会が開催され、大綱（案）について審議が行わ

れました。 

 

審議概要は別添のとおりです。 

資料１ 



行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
意
見
書
含
む
）
の
意
見
及
び
第
６
次
行
政
改
革
大
綱
へ
の
反
映
方
針
（
第
１
回
か
ら
第
３
回
ま
と
め
）

■
と
り
ま
と
め
版

ペ
ー
ジ

方
法

整
理

番
号

内
容

現
行

変
更
案

－
－

意
見
書

N
o
.
1

経
常
収
支
比
率
等
の
財
政
指
標
等
の
算

出
方
法
に
つ
い
て
表
示
を
さ
れ
た
い
。

図
表
内
に
算
出
式
を
表
示
す
る
。

・
P
.
3
「
将
来
負
担
比
率
」
・
P
.
4
「
実
質
公
債
費

比
率
」
・
P
.
4
「
経
常
収
支
比
率
」

ま
た
、
算
出
式
で
専
門
的
な
単
語
に
つ
い
て
は
脚

注
を
追
加
す
る
。

記
載
な
し

資
料
６
の
と
お
り

－
－

第
２
回

委
員
会

N
o
.
2

外
国
人
観
光
客
を
増
加
さ
せ
る
施
策
を

展
開
し
て
は
ど
う
か
。

策
定
中
の
次
期
総
合
計
画
「
（
仮
称
）
未
来
創
造

福
知
山
」
に
お
い
て
、
「
外
国
人
観
光
客
の
受
け

入
れ
態
勢
を
強
化
す
る
」
と
い
う
方
向
性
を
明
示

し
、
外
国
人
向
け
の
情
報
提
供
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
を
記
載
す
る
。

記
載
無
し

変
更
な
し

－
－

第
２
回

委
員
会

N
o
.
3

企
業
で
優
秀
な
人
材
確
保
す
る
た
め

に
、
企
業
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
企
業
経
営

者
の
意
識
改
革
を
促
す
取
り
組
み
が
必

要
で
は
な
い
か
。

策
定
中
の
次
期
総
合
計
画
「
（
仮
称
）
未
来
創
造

福
知
山
」
に
お
い
て
、
「
就
労
環
境
の
改
善
」
と

い
う
方
向
性
を
明
示
し
、
就
労
環
境
や
労
働
条
件

の
改
善
に
向
け
た
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と
を
記
載

す
る
。

記
載
無
し

変
更
な
し

P
.
2

１
-
（
２
）
ア

一
般
職
員
数

第
１
回

委
員
会

N
o
.
4

職
員
の
年
齢
構
成
等
に
関
す
る
資
料

を
、
次
回
に
提
出
さ
れ
た
い
。

第
２
回
委
員
会
で
資
料
提
出

変
更
な
し

P
.
5

２
-
（
１
）

経
済
情
勢
の
停
滞
と

人
口
減
少
の
進
行

第
１
回

委
員
会

N
o
.
5

図
表
６
に
お
い
て
、
総
人
口
に
対
す
る

生
産
年
齢
人
口
の
割
合
を
数
値
で
表
示

さ
れ
て
い
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
他
市

と
の
比
較
が
あ
れ
ば
な
お
良
い
。

図
表
６
に
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
を
追
加
し
、
他

市
と
の
比
較
表
を
追
加
す
る
。

記
載
な
し

第
２
回
会
議
資
料
６
の
と
お
り

大
綱
（
案
）
の
該
当
箇
所

意
見

市
の
考
え
方
及
び
第
６
次
行
革
で
の
対
応

大
綱
（
案
）
の
修
正

項
目

総
括

第
１

資
料

 
２

 

1
 /

 6
 ペ

ー
ジ



ペ
ー
ジ

方
法

整
理

番
号

内
容

現
行

変
更
案

大
綱
（
案
）
の
該
当
箇
所

意
見

市
の
考
え
方
及
び
第
６
次
行
革
で
の
対
応

大
綱
（
案
）
の
修
正

項
目

P
.
1
3

－
第
３
回

委
員
会

N
o
.
6

大
綱
（
案
）
1
3
ペ
ー
ジ
の
「
１
　
改
革

の
基
本
方
針
」
で
は
、
大
綱
（
案
）
1
4

ペ
ー
ジ
の
「
２
　
主
な
取
組
事
項
」
や

実
施
項
目
（
案
）
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る

防
災
対
策
の
件
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て

お
ら
ず
整
合
が
と
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
「
基
本
方
針
１
」
の
取
組
全
て

で
市
民
満
足
度
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
も
取
ら
れ
か
ね
な
い
の
で
、
も

う
少
し
文
章
を
工
夫
し
て
は
ど
う
か
。

大
綱
（
案
）
1
3
ペ
ー
ジ
の
「
１
　
改
革
の
基
本
方

針
」
に
市
民
協
働
に
よ
る
防
災
対
策
の
充
実
・
強

化
を
進
め
る
旨
の
文
言
を
加
え
た
上
で
、
文
章
を

整
理
す
る
。

①
市
民
協
働
に
よ
る
き
め
細
か
く
市

民
満
足
度
の
高
い
行
政
施
策
と
…

②
記
載
な
し

①
市
民
協
働
に
よ
り
「
き
め
細
か
く

満
足
度
の
高
い
行
政
施
策
」
と
…

②
次
の
文
章
を
3
段
落
目
に
追
加

　
ま
た
、
災
害
等
に
対
す
る
防
災
力

を
一
層
高
め
、
「
市
民
と
と
も
に
進

め
る
災
害
に
強
い
ま
ち
」
を
実
現
し

ま
す
。

P
.
1
4

透
明
性
の
高
い
市
政

の
運
営

第
３
回

委
員
会

N
o
.
7

過
去
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
状

況
・
効
果
に
つ
い
て
検
証
さ
れ
て
い
る

の
か
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
総
括
的
な
検

証
は
で
き
て
い
な
い
の
で
、
今
後
調
査
の
う
え
、

効
果
を
確
認
す
る
。

【
参
考
】

Ｈ
2
4
～
Ｈ
2
7
（
現
在
）
の
パ
ブ
コ
メ
の
状
況

・
実
施
数
　
2
3
件

・
寄
せ
ら
れ
た
意
見
数
　
1
8
0
件

・
意
見
が
無
か
っ
た
計
画
等
　
9
件

記
載
な
し

変
更
な
し

P
.
1
5

質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

意
見
書

N
o
.
8

生
産
年
齢
人
口
（
１
５
～
６
４
歳
）
の

減
少
対
策
と
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
は
ど

う
か
。

※
LG
BT
と
は
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
(L
es
bi
an
)・

ゲ
イ
(G
ay
)・

バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル

(B
is
ex
ua
l)
・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

(T
ra
ns
ge
nd
er
)の

頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉

で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
性
的
少
数
者
」
の
総

称
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
既
存
施
策
の
改
善
を
主
と
し
て

い
る
行
政
改
革
よ
り
も
、
前
衛
的
な
取
組
と
し
て

総
合
計
画
に
盛
り
込
む
ほ
う
が
良
い
と
考
え
る
。

現
在
策
定
中
の
「
福
知
山
　
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」

に
性
的
少
数
者
対
策
の
取
組
を
行
う
旨
を
記
載
す

る
。

変
更
な
し

P
.
1
4

役
割
分
担
に
基
づ
く

市
民
協
働
の
推
進

意
見
書

N
o
.
9

観
光
入
込
客
数
の
増
加
さ
せ
る
た
め
、

長
田
野
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三
和
工
業

団
地
で
の
工
場
見
学
、
特
に
日
用
品
、

薬
、
電
池
等
、
一
般
の
人
に
興
味
が
あ

る
企
業
の
見
学
を
行
う
こ
と
で
産
業
観

光
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
現
在
よ
く
使
用
す
る
長
田
野
工

業
団
地
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
我
が

国
有
数
の
内
陸
工
業
団
地
」
を
「
内
陸

工
業
団
地
で
日
本
一
広
い
」
と
し
て
知

名
度
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

策
定
中
の
次
期
総
合
計
画
「
（
仮
称
）
未
来
創
造

福
知
山
」
に
お
い
て
、
住
民
や
企
業
に
よ
る
自
主

的
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
支
援
を
行
う
と

し
て
お
り
、
産
業
観
光
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

「
日
本
一
広
い
」
と
断
定
で
き
る
だ
け
の
資
料
が

な
い
た
め
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
の
使
用
に
つ
い
て
は

長
田
野
工
業
セ
ン
タ
ー
と
も
相
談
し
な
が
ら
慎
重

に
対
応
し
た
い
。
た
だ
し
、
も
う
少
し
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
新
た
な
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
検
討
は

行
い
た
い
。

行
政
改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
は
位
置
づ
け
な

い
。

記
載
無
し

変
更
な
し

第
３

基
本
方
針

１

2
 /

 6
 ペ

ー
ジ



ペ
ー
ジ

方
法

整
理

番
号

内
容

現
行

変
更
案

大
綱
（
案
）
の
該
当
箇
所

意
見

市
の
考
え
方
及
び
第
６
次
行
革
で
の
対
応

大
綱
（
案
）
の
修
正

項
目

P
.
1
3

－
第
３
回

委
員
会
N
o
.
1
0

大
綱
（
案
）
1
3
、
1
5
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
公
共
サ
ー
ビ

ス
」
と
の
違
い
が
わ
か
り
に
く
い
。

脚
注
を
追
加
す
る
。

脚
注
な
し

脚
注
を
追
加

・
公
共
サ
ー
ビ
ス
：
市
民
が
、
日
常

生
活
及
び
社
会
生
活
を
円
滑
に
営
む

た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
需
要
を
満

た
す
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
電
力
、

鉄
道
等
の
民
間
に
よ
り
提
供
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
も
含
む
。

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
：
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
う
ち
行
政
が
行
う
べ
き
も
の
。

P
.
1
3

－
第
３
回

委
員
会
N
o
.
1
1

大
綱
（
案
）
1
3
ペ
ー
ジ
の
前
段
部
分
が

1
5
ペ
ー
ジ
の
取
組
の
何
を
さ
し
て
い
る

の
か
読
み
取
り
に
く
い
。

大
綱
（
案
）
の
文
言
を
整
理
す
る
。

1
段
落
目

　
…
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
と
そ

の
提
供
手
法
に
つ
い
て
見
直
し
、
限

ら
れ
た
資
源
を
集
中
的
に
投
下
す
る

こ
と
で
効
率
的
な
行
政
経
営
を
行
い

ま
す
。

1
段
落
目

　
…
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
と
そ

の
提
供
手
法
に
つ
い
て
、
選
択
と
集

中
及
び
公
民
連
携
の
考
え
方
等
に
よ

る
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
、
効
果

的
・
効
率
的
な
行
政
経
営
を
行
い
ま

す
。

P
.
1
5

公
民
連
携
手
法
等
に

よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

第
２
回

委
員
会
N
o
.
1
2

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
し
て
図
書
館
を

月
曜
日
も
開
館
さ
れ
た
い
。

月
曜
日
を
開
館
す
る
と
な
る
と
、
新
た
な
職
員
の

雇
用
が
必
要
と
な
り
、
人
件
費
が
増
大
す
る
。
ま

た
、
資
料
の
登
録
や
定
期
的
な
書
架
の
入
れ
替

え
・
整
理
等
、
開
館
時
に
で
き
な
い
作
業
を
、
職

員
が
休
館
日
に
出
勤
し
て
行
う
場
合
も
あ
る
。
そ

の
た
め
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
維
持
と
費
用

対
効
果
の
面
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
今
以
上
に

開
館
日
を
増
や
す
こ
と
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
更
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
・
管
理
運
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
、
現
在

直
営
で
あ
る
管
理
運
営
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
検

証
や
指
定
管
理
委
託
等
の
検
討
を
今
後
も
続
け
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

月
曜
日
の
開
館
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
こ
と
と

し
た
い
。

記
載
無
し

実
施
項
目
に
、
「
図
書
館
の
管
理
運

営
体
制
の
研
究
」
の
項
目
を
設
け
、

そ
の
中
で
月
曜
開
館
の
検
討
も
行
う

こ
と
と
す
る
。

P
.
1
5

公
民
連
携
手
法
等
に

よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

第
３
回

委
員
会
N
o
.
1
3

実
施
項
目
（
案
）
「
各
種
団
体
へ
の
補

助
金
等
の
関
与
の
見
直
し
」

補
助
金
申
請
の
事
務
の
中
で
、
現
在
甘

い
と
思
わ
れ
る
書
類
決
算
の
取
り
方
や

領
収
書
添
付
と
い
っ
た
と
こ
ろ
の
見
直

し
も
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

調
査
の
う
え
課
題
が
あ
れ
ば
改
善
を
図
る
。

記
載
な
し

変
更
な
し

第
３

基
本
方
針

２
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ペ
ー
ジ

方
法

整
理

番
号

内
容

現
行

変
更
案

大
綱
（
案
）
の
該
当
箇
所

意
見

市
の
考
え
方
及
び
第
６
次
行
革
で
の
対
応

大
綱
（
案
）
の
修
正

項
目

P
.
1
5

公
民
連
携
手
法
等
に

よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

第
３
回

委
員

会
・

意
見
書

N
o
.
1
4

実
施
項
目
（
案
）
「
各
種
団
体
へ
の
補

助
金
等
の
関
与
の
見
直
し
」

個
別
の
事
業
検
証
を
徹
底
さ
れ
た
い
。

検
証
の
結
果
、
削
減
だ
け
で
な
く
増
額

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
い
。

実
施
計
画
に
個
別
の
事
業
検
証
を
行
う
と
い
う
文

言
を
入
れ
、
補
助
金
等
の
見
直
し
の
中
で
実
施
す

る
。

記
載
な
し

実
施
計
画
に
て
修
正

取
組
内
容
に
「
基
本
方
針
に
基
づ
く

個
別
補
助
事
業
の
検
証
」
を
加
え

る
。

P
.
1
5

公
共
施
設
適
正
化
の

推
進

意
見
書
N
o
.
1
5

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
に
つ

い
て
、
も
っ
と
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
現
在
1
0

年
の
目
標
と
し
て
い
る
も
の
を
5
年
で

実
行
で
き
な
い
の
か
。
例
え
ば
、
市
有

集
会
施
設
、
農
村
研
修
集
会
施
設
に
つ

い
て
は
、
5
年
で
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
と
考
え
る
。

目
標
期
間
は
、
現
在
策
定
中
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
実
施
計
画
と
同
じ
期
間
と
し
い
る
。

市
有
集
会
施
設
・
農
村
研
修
施
設
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
利
用
自
治
会
へ
移
譲
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
が
、
利
用
形
態
が
様
々
で
あ
る
こ
と
、
移

譲
に
よ
り
維
持
管
理
費
等
の
負
担
が
生
じ
る
こ

と
、
移
譲
の
た
め
に
地
域
が
法
人
格
（
認
可
地
縁

団
体
）
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

方
的
な
移
譲
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
よ
っ
て
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
施
設
所
管
課
に
よ
り
地
域
説
明
を
行
い
、
計

画
趣
旨
の
深
化
を
図
っ
た
上
で
、
譲
渡
に
係
る
意

見
や
要
望
な
ど
を
聴
取
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
意
見
や
要
望
も
踏
ま
え
て
、
移
譲
条
件

等
を
規
定
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
市
と

地
域
の
合
意
形
成
を
図
り
、
合
わ
せ
て
譲
渡
施
設

を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
協
議
期
間

も
考
慮
し
て
事
業
期
間
は
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

変
更
な
し

P
.
1
6

歳
入
の
確
保

第
３
回

委
員

会
・
意

見
書

N
o
.
1
6

実
施
項
目
（
案
）
「
ふ
る
さ
と
納
税
の

推
進
」

推
進
体
制
を
整
備
し
、
広
報
等
を
工
夫

す
る
こ
と
で
１
億
円
以
上
の
寄
附
額
が

期
待
で
き
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
起
業

支
援
に
も
繋
が
る
。

記
念
品
（
特
産
品
）
の
更
な
る
充
実
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
の
導
入
等
に
加
え
、
庁
内
体
制
、

広
報
、
寄
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
も
工
夫
を
す
る

こ
と
で
目
標
増
収
額
を
増
額
す
る
。

実
施
項
目
（
案
）

取
組
目
標
「
5
年
間
で
2
0
,
8
2
8
千
円
の

増
収
」

実
施
計
画
に
て
修
正

取
組
目
標
「
5
年
間
で
4
6
,
5
7
1
千
円
の

増
収
」

P
.
1
6

歳
入
の
確
保

第
３
回

委
員
会
N
o
.
1
7

実
施
項
目
（
案
）
「
企
業
誘
致
の
推
進

に
よ
る
税
収
増
」

年
に
1
件
の
誘
致
で
は
少
な
い
の
で
は

な
い
か
。
年
に
2
件
の
目
標
と
さ
れ
た

い
。

2
0
0
2
年
の
誘
致
開
始
以
来
の
実
績
は
0
.
6
件
／
年

で
あ
り
、
年
に
1
件
で
も
目
標
と
し
て
は
低
く
な

く
、
実
現
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
か
な
り
高
い
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
行
政
改
革
期
間
の
5

年
間
で
5
件
誘
致
で
き
れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
そ
れ
以
上
の
誘
致
を
目
指
す
こ
と
は
当

然
で
あ
り
、
実
施
計
画
に
て
「
6
件
以
上
の
誘
致

を
目
指
す
」
と
い
う
目
標
と
す
る
（
金
額
は
5
千

万
円
の
ま
ま
）

実
施
項
目
（
案
）

取
組
目
標
「
1
企
業
誘
致
/
年
」

実
施
計
画
に
て
修
正

取
組
目
標
「
5
年
間
で
6
件
以
上
」

第
３

基
本
方
針

３

第
３

基
本
方
針

２
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方
法

整
理

番
号

内
容

現
行

変
更
案

大
綱
（
案
）
の
該
当
箇
所

意
見

市
の
考
え
方
及
び
第
６
次
行
革
で
の
対
応

大
綱
（
案
）
の
修
正

項
目

P
.
1
7

効
率
的
で
効
果
的
な

行
政
体
制
の
確
立

第
３
回

委
員
会
N
o
.
1
8

議
員
定
数
の
削
減
を
図
ら
れ
た
い
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ

き
、
議
会
改
革
の
取
組
の
中
で
、
議
員
自
ら
が
検

討
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
の
行
革
委
員
会
か
ら
の
意
見
に
つ
い

て
は
、
市
議
会
へ
も
し
っ
か
り
と
伝
え
た
い
。

記
載
な
し

変
更
な
し

P
.
1
7

効
率
的
で
効
果
的
な

行
政
体
制
の
確
立

第
３
回

委
員
会
N
o
.
1
9

実
施
項
目
（
案
）
「
定
員
の
適
正
化
」

行
政
改
革
と
し
て
は
、
正
職
員
の
人
数

の
削
減
だ
け
で
な
く
臨
時
職
員
賃
金
を

含
め
た
人
件
費
全
体
の
削
減
を
図
っ
て

い
く
ス
タ
ン
ス
で
考
る
べ
き
で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
臨
時
職
員
は
一
時
的
・
繁
忙
的
な

業
務
の
補
助
に
雇
用
し
て
お
り
、
嘱
託
職
員
は
、

行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
法
令
等
配
置
義
務
に
よ

り
専
門
職
と
し
て
雇
用
が
必
要
な
業
務
に
１
年
の

有
期
で
雇
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

正
職
員
の
削
減
分
を
臨
時
職
員
等
で
補
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
行
政
事

務
の
見
直
し
に
よ
り
臨
時
職
員
等
も
削
減
し
て
い

く
と
い
う
方
向
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
第
６
次
行
政
改
革
で
目
標
と
し

て
い
る
正
規
職
員
削
減
に
よ
る
効
果
額
は
、
人
件

費
全
体
の
削
減
効
果
と
し
て
期
待
で
き
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

変
更
な
し

P
.
1
7

効
率
的
で
効
果
的
な

行
政
体
制
の
確
立

意
見
書
N
o
.
2
0

実
施
項
目
（
案
）
「
定
員
の
適
正
化
」

消
防
職
員
、
市
民
病
院
職
員
を
除
い
た

削
減
目
標
と
な
っ
て
い
る
の
が
気
に
な

る
。
消
防
職
員
及
び
市
民
病
院
職
員
の

将
来
推
移
も
提
示
べ
き
で
は
な
い
か
。

消
防
部
門
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
社
会
に
伴
う
救

急
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
本
市
独
自
の
課
題
で
あ
る

防
災
対
策
の
充
実
の
点
か
ら
消
防
機
能
の
強
化
を

図
っ
て
お
り
、
職
員
削
減
の
対
象
か
ら
除
外
し
て

い
る
。

市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
独
立
採
算
を
前
提
に
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を
行
っ
て
お
り
、
行
政
改
革

に
基
づ
く
職
員
削
減
に
は
馴
染
ま
な
い
も
の
で
あ

る
。
今
後
も
マ
ン
パ
ワ
ー
確
保
に
よ
り
、
診
療
機

能
の
強
化
を
図
り
地
域
医
療
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

変
更
な
し

P
.
1
7

効
率
的
で
効
果
的
な

行
政
体
制
の
確
立

意
見
書
N
o
.
2
1

「
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
」
制
度
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

①
行
政
内
部
に
お
い
て

②
市
の
施
策
と
し
て

①
行
政
内
部
の
手
段
と
し
て
は
、
そ
の
効
果
・
実

現
性
つ
い
て
研
究
・
検
討
す
る
べ
く
行
革
実
施
項

目
に
位
置
づ
け
る
。

②
市
の
施
策
と
し
て
は
、
現
在
策
定
中
の
「
福
知

山
　
未
来
創
造
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
で
利
便
性
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
の
方
向
性
を
示
し
て
お
り
、
「
テ
レ
ワ
ー

カ
ー
」
に
つ
い
て
も
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え

て
い
き
た
い
。
既
存
施
策
の
改
善
を
主
と
し
て
い

る
行
政
改
革
に
は
位
置
づ
け
難
い
。

①
実
施
項
目
の
位
置
付
け
な
し

②
記
載
な
し

①
実
施
項
目
に
、
「
テ
レ
ワ
ー
ク
制

度
の
研
究
・
検
討
」
の
項
目
を
設
け

る
。

②
変
更
な
し

第
３

基
本
方
針

４
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ペ
ー
ジ

方
法

整
理

番
号

内
容

現
行

変
更
案

大
綱
（
案
）
の
該
当
箇
所

意
見

市
の
考
え
方
及
び
第
６
次
行
革
で
の
対
応

大
綱
（
案
）
の
修
正

項
目

P
.
1
7

第
３

基
本
方
針

４

意
識
改
革
に
重
点
を

お
い
た
人
材
育
成
の

推
進

意
見
書
N
o
.
2
2

実
施
項
目
（
案
）
「
人
権
施
策
推
進

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」

①
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
人
権
人
材
バ

ン
ク
と
し
て
登
録
さ
れ
る
の
か
。

②
人
権
人
材
バ
ン
ク
の
活
動
事
例
は
。

③
企
業
へ
の
人
権
教
育
は
過
去
に
何
を

し
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

①
庁
内
各
部
か
ら
1
～
2
名
を
選
出
し
、
3
年
間
の

研
修
を
経
て
バ
ン
ク
職
員
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。

②
人
権
人
材
バ
ン
ク
は
庁
内
の
人
権
研
修
・
啓
発

に
対
す
る
指
導
・
助
言
へ
従
事
す
る
こ
と
を
任
務

と
し
て
い
る
。

③
市
が
補
助
金
を
支
出
し
、
事
務
局
を
担
っ
て
い

る
企
業
人
権
教
育
推
進
協
議
会
を
中
心
に
、
企
業

向
け
研
修
会
・
講
習
会
の
開
催
、
啓
発
文
書
の
作

成
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
生
涯
ま
ち
づ
く
り

出
前
講
座
に
人
権
研
修
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
、
依
頼

に
応
じ
て
職
員
が
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
、
そ
れ
ら
の
活
動
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
更
な
る
会
員
企
業
の
参
加
を
促
す
べ
く
、
広

く
働
き
か
け
を
行
う
。

変
更
な
し

P
.
1
7

第
３

基
本
方
針

４

意
識
改
革
に
重
点
を

お
い
た
人
材
育
成
の

推
進

第
３
回

委
員
会
N
o
.
2
3

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
の
た

め
に
は
、
全
職
員
の
意
識
改
革
が
必
要

で
は
な
い
か
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
市
民
の
身
近
な
施
設

が
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
削
減
あ
り
き
だ
け
で

は
な
く
サ
ー
ビ
ス
の
代
替
方
法
等
に
つ
い
て
も
丁

寧
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
視
点
も
も
っ
て
、
実
施

項
目
（
案
）
「
職
員
の
意
識
改
革
の
推
進
」
の
中

で
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

変
更
な
し

6
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１
　
募
集
期
間
　
　
　
平
成
２
７
年
８
月
２
７
日
（
木
）
～
１
０
月
１
９
日
（
月
）

２
　
件
数
　
　
　
　
　
３
件

３
　
提
出
方
法
　
　
　
電
子
メ
ー
ル
（
３
件
）

４
　
意
見
の
概
要
と
福
知
山
市
の
見
解

番
号

分
類

意
見
の
概
要

福
知
山
市
の
見
解
【
案
】

修
正
の
内
容
【
案
】

No
.1

第
３
-１

改
革
の
基
本
方

針

　
行
政
改
革
は
、
経
費
の
削
減
、
健
全
財
政

の
実
現
を
目
指
す
と
の
印
象
が
あ
る
が
、
大

綱
の
案
の
中
に
は
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
防
災
対

策
の
こ
と
が
入
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
向
上

な
ど
は
他
の
計
画
に
入
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
も
し
入
っ
て
い
る
の
な
ら
無
駄
で
あ

り
、
こ
れ
こ
そ
改
革
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
福
知
山
市
で
は
、
経
費
の
削
減
を
伴
わ
な
く
と
も
、
事
務

や
事
業
手
法
の
改
善
を
行
う
こ
と
は
行
政
改
革
の
一
環
で
あ

る
と
考
え
、
大
綱
及
び
実
施
計
画
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
、
複
数
の
計
画
に
同
じ
取
組
項
目
が
計

上
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
大
き
な
事
務

負
担
が
生
じ
る
も
の
で
は
無
く
、
問
題
な
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

修
正
な
し

No
.2

第
３
-３

-
（
１
）
ア

公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
推

進

　
公
共
施
設
面
積
の
削
減
を
目
標
と
し
な
が

ら
、
公
立
大
学
を
開
学
す
る
こ
と
は
矛
盾
す

る
の
で
は
な
い
か
。

　
福
知
山
公
立
大
学
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
に
よ
り
市
か

ら
独
立
し
て
運
営
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
公
営
企
業
会
計
施

設
と
同
様
に
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
対
象
施
設
」
に

は
該
当
し
な
い
た
め
、
大
綱
（
案
）
の
削
減
と
公
立
大
学
の

設
置
は
矛
盾
し
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
公
立
大
学
に
お
い
て
は
、
徹
底
し
た
業
務
改
革
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
開
学
後
の
市
か
ら
の
補
助
金
を
極

力
低
減
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
知
山
市
で
は
、
設
置
に
か
か
る
一
時
的
負
担
は

基
金
の
活
用
に
て
賄
う
も
の
の
、
大
綱
（
案
）
に
お
い
て

は
、
そ
れ
に
よ
る
減
少
分
も
含
め
て
基
金
残
高
を
回
復
さ
せ

る
と
い
う
目
標
を
設
定
し
て
お
り
、
公
立
大
学
設
置
を
財
政

面
か
ら
担
保
す
る
大
綱
（
案
）
と
し
て
い
ま
す
。

修
正
な
し

No
.3

第
３
-３

-
（
１
）
イ

職
員
の
適
正
配

置

　
一
般
職
員
の
数
を
削
減
す
る
目
標
が
あ
る

が
、
職
員
だ
け
で
な
く
議
員
の
数
も
減
ら
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議

会
改
革
の
取
組
の
中
で
、
議
員
自
ら
が
検
討
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　
な
お
、
今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
に
つ

い
て
は
、
市
議
会
へ
も
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
と
し
ま

す
。

修
正
な
し

第
６
次
福
知
山
市
行
政
改
革
大
綱
（
案
）
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
の
結
果

資
料
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福知山市の将来目標人口について 

将来目標人口  2040年人口 ： ７８，３００人 

 

 

 

この将来目標人口は、「未来創造 福知山」長期ビジョン及び福知山市まち・ひと・しごと・

あんしん創生人口ビジョンで使用し、今後の市の人口フレームではこの数値を使用する。 

 

資料 ４ 


